
調査D　在宅介護実態調査

分類 問番号
前回

番号
調査項目（案） 設定理由と趣旨 分析の方針

A1 A1 世帯類型

A2 A2 家族・親戚からの介護頻度

A3 A3 主な介護者

A4 A4 主な介護者性別

A5 A5 主な介護者年齢

A6 A6 主な介護者の介護内容

A7 A7 家族・親戚の介護での離職について

A8 A8 今後の在宅生活の継続に必要な支援・サービス

A9 A9 施設等への入所・入居検討状況

A10 新規 施設等への入所・入居を検討しない理由

B1 B1 主な介護者の勤務形態

B2 B2 主な介護者の働き方の調整

B3 B3 主な介護者の就労しながらの介護継続の意思

B4 B4 主な介護者が不安に感じる介護

計 14問

調査結果の分析軸

として活用。

・在宅介護限界点の向上のための

支援・サービスの提供体制の状況

を把握する。

介護状況やサービ

ス利用のパターン

との関係を分析。

介護者の属性

介護者の

介護内容等

介護者の状況

・介護者の基本属性を把握する。

・仕事と介護の両立に向けた支

援・サービスの提供を図るために

現状を把握する。
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